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川崎市登戸地区における鈎虫感染について

1 鈎虫卵保有朕況と鈎虫の種別について

小宮山新一

川崎市高津保健所

（昭和29年 4月30日受領）

l. まえがき

大都市隣接農村における寄生虫予防対策の樹立，地進

は都市のそれとの密接な関連をもち，極めて必要なこと

であるが，その実態は一般に十分に把撞されていない現

状にある。筆者は川崎市内都市隣接農村部落登戸地区に

おいて，その予防対策樹立のための基礎調査の手がかり

として，まず直接塗抹法による検使を施行したので、ある

が，意外にも鈎虫卵保有者が多く見出されたので，特に

鈎虫感染に関して調査研究を行った。以下は同地区にお

ける鈎虫感染の状況，その家族内感染の状態並びに鈎虫

の種別等に関して行った調査の結果報告である。

2. 旭区の概況

この地域は川崎市北部の平坦なる農村地帯で，地質学

的には多摩川沿岸の沖積層とそれに続く洪積層からなり

農作物としては，米作のほかに梨及び桃などの果樹栽培

のさかんなところであるO この地域は大都市隣接農村の

特長としてγ そこに打jいる肥料の大これを東京都及び川崎

市より搬出される下肥に頼っておるところであるO 元来

この地方の農家は，今日のように都市清掃事業の規模が

拡大される以前から，手車や牛車を曳いて都内世田ヶ谷

区から目黒区あたりまで汲み取りに行っておったので－あ

るが，現在では農業協同組合が結成され，これが一手に

下肥購入を取扱っている。登戸農業協同組合で購入され

る下肥の数量は年間1,250,000貫（1953年）に達し，同

組合加入者の作付面積は総計7kU199ff:lf，畑地60町，梨

桃などの果樹悶60町であって，反当り下肥の投下量は

570賞と計算されるo 下肥は単に畑ばかりでなく水田及
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び梨園にも施肥されているが，最近では漸次金肥に切り

替えられつつある。しかし現在でも梨闘には反当り少く

とも 300貨の下肥を施しているO

3 ..検査対象

当初登戸地区住民6044人に対し検使を行う予定であ

ったが，種々の事情から実際に検査を受けた人員は 1605

人で、あって， 全住民の 26.6%で、あった。これを散布－数

からみると，検査を受けた世帯は 503世帯で，全世帯の

37.8必に当る。なおこの 503世帯の総人員は 2714人で

あって， その内検査を受けたものは全員の39.1.?bに当

るD いまこの全世帯をその主な職業によって，農家と非

農家に分けてみると，被検農家は 104戸，農家総数に対

し59.8弘被検非農家は 399戸，非農あ総数に対し34.5

~b となり，農家のほうが被検率が高く，戸数からみれば

全農家の約6割が検査を受けている。

4. 検査時期及び検査方法

検使の時期は 1952年11月～12月，方法は飽和食塩水

浮激法をj日いた。被検便量は 1人につき約1～2g, 1人

1回検査で， 同一検査材料につき 24×18mmデッキ・

グラス摂木を同時に3枚作成して検銑した。

以上の検査で鈎虫卵陽性託は 1953年2月， テトレミ／

及び新ネマトーノレを日］いて駆虫を行った。駆虫の手続

は，前日午後身体検査を行い， その場で硫マ 20～30g

を投与し夕食は軽くとらせ，翌朝は絶食のま斗会場に参

集させ，駆虫剤を投与， 2時間後に再び同量の硫マを与

え排便を確認後帰宅せしめた。採虫は駆虫剤投与後6時

間まで、の排便についてこれを行った。

5. 検査成績

(i) 鈎虫感染状態

鈎虫感染者総数は 275人であって， 全調査人員1605

人に対する感染百分比は 17Jo'.となるO これを農家・非農

家に大別してみると，第1表の如く，農家人口の鈎虫感

柴率35.4がに対して，非農家のそれは 10.5必となるD

( 9 ) 
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第 1表登戸地区における容止虫卵保有率

(1952年 11～12月・飽和食塩水浮焼法による）

被検 者 鈎虫感染者数
年齢別 f 一－－＇＇－－ 一 一＼ f 一一一－＂＂－－一一六

総数男女総数男女 「
女

欽
一

者
一

染
九
男

感
J

一
山
一
数

制

f

総

）

＼
女

一だ
男

感

一

虫

一
数

鈎
f

総 総数男 女

虫回虫感染率（タ＇b)

rttr 
丘乏

総数

0～ 4 

5～ 9 

10～14 

15～19 

20～29 

30～39 

40～49 

50～59 

60以上

n
u
n
u
n
u
n
o
a生
可

4

噌

i
n
H
d
q
a
q
L

m

2

2

2

3

3

2

2

2

 

7

3

2

5

3

5

8

5

8

8

 

m

3

2

1

1

3

2

1

2

1

 

7

9

2

3

7

2

9

4

1

0

 

C

5

4

2

3

7

5

4

5

4

 

151 87 64 

2 - 2 

35.4 42.0 29.1 259 

3.4 - 7. 7 39 

A
一

宮

【

h
d
n
u
q，
山

口

汐

司

i

っO
T

i

q白

1
i
q
L
a
ι
z
nぺ
u

n
ペ
u
q
L
q
L

一一

7
．J
3

2
・
8

3

6

9

5

5

7

7

 

τ
i
q
L
a唖

F
D
S佳

n
A

5

0

5

9

0

3

0

8

 

4

0

8

2

5

3

0

7

 

A

－
A

つd
バ

吐

門

i

η

’
Fhu
門

i

4

1

3

1

3

4

0

0

 

－

－

－

－

－

－

 

q
h
p
o
d告
に

U

n

y

寸

i
h
u
d
n
υ

2

2

3

5

6

4

5

 

一一

4

1

4

6

1

6

一

一

守

i

守

i

守

i

1

i

1

6

5

5

1

1

4

4

 

司

i
n
J
U
1
i
寸

i

τ

i

1

6

9

6

5

7

5

0

 

ワ
白
つ
u
q
L
9
u
H
n
L

2

1

0

5

0

2

1

5

8

4

 

－

－

－

－

－

－

－

－

－

 

R
u
q
U
Fひ
っ
臼

n

v

o
白

只
U
R
U

ヴ’

n
b

F
D
門，

a
R
U

氏
U

戸

h
u
a
u
F
h
u
R
u
d
官
つ
u

n

d

o

o

7

5

9

0

0

7

2

 

．
．
．
．
．
．
 

3

0

0

6

1

2

5

0

0

2

 

6

6

5

6

6

4

7

8

6

7

 

吋，
1
i
吋

i

ワ
μ

1

i

q

J

1
ム

F
h
u
Q
d

－b

o

6

7

5

4

8

6

0

4

2

 

6

6

5

6

5

5

6

7

5

5

 

Q
u
n
U
Q
d

に
d

q
ム

Q
d
o
o
n
u
d

－－

0
6

2

1

1

1

2

1

1

1

 

守

i－i
n

U

守

i

n

u

Q

u

n

u

－－

9
山

守

’

qtu

U

2

1

1

1

2

1

1

1

 

家

k』

E

4
ヰ
J

総数 1.178 522 656 124 57 67 

0～ 4 168 76 92 1 1 

5～ 9 135 69 66 2 

10～14 86 45 41 2 

農
15～19 

20～29 

30～39 

40～49 

50～59 

60以上

83 43 40 

187 77 110 

191 69 122 

167 74 93 

97 43 54 

64 26 38 

10.5 10.9 10.2 407 

0.6 1.3 - 62 

60 

27 

25 

59 

65 

56 

30 

23 

12 8 

2 1.5 

2.3 4.4 

4 14.5 18.6 10.0 

3.0 

2 

34 17 17 18.2 22.1 15.5 

28 9 19 14.7 13.0 15.6 

26 12 14 15.6 16.2 15.1 

9 5 

3 

4 

7 15.6 11.5 18.4 

9.3 11.6 7.4 

10 

これをさらに年齢階級別にみると第1表及び第1図のと

おり農家男子については，既に 10歳代において感染率

40~~に達し， 30 歳を過ぎると 70%を越えるという高率
を示しているO 農家女子は 40歳代の 55%を最高とし，

男子より低率であるO 20歳以上の男女の感染率はそれ

ぞれ60.5%と40.8%であり，統計的に有意の差が認め

られる（χ2=10.21, P<0.01）が， 20歳未満の農家男女

の感染率はそれぞれ14.5%と7.6~b となり， 有意の差

は認められない。

次に非農家においては， 20歳以上の男女の感染率は

それぞれ15.9形と 14.6必であり， 20歳未満の感染率

はそれぞれ4.7がと 2.5%であって，ともに男女の間に

有意差が認められない。

農家・非農家の差異は第1図に見るとおり 20歳以上も

20歳未満も男女ともに農家のほうが高率で， その差は

有意であるO ただ 10～19歳の階級だけを抜き出してみ

ると，農家，非農家の聞に，男子では有意の差があるが

｛χ2ニ11.69,pく0.001), 女子では有意差が認められな

、。（が＝l.79, P<0.20) 

家

160 247 34.6 30.7 37.7 

29 33 36.9 38.2 35.9 

30 30 44.4 43.5 45.5 

9 18 31.4 20.0 43.9 

11 14 30 . 1 25 . 6 35. 0 

24 35 31.6 31.2 31.8 

18 47 34.0 26.l 38.5 

17 39 33.5 23.0 41.9 

13 17 30.9 ~0.2 31.5 

9 14 35.9 34.6 36.8 

(ii) 農家における農業に従事するものと， しないも

のとの差異

農業を主とする世帯の中でも， 15歳以上のもののう

ち，これを専ら農業に従事するものと，サラリーマン等

として平素農業に従事しないものとに分けて，その各群

につき感染率をみると， 第 2表の如く前者は50.0%,

後者は 19.3%であって相当著しい有志差を示している

（χ2=20.19, P<0.001）。

(iii) 地帯別の感染状況

この地区は西北部の純農村部落と，東南部の市街地及

び住宅地帯とに大別される。農村地帯の被検世帯101戸

の中74戸73.3%は農家であり，非農家は 27戸， 26.7

%である。

同地帯別にみた鈎虫感染率は第3表の如く農村地帯が

32.7 Jb，市街地及び住宅地帯が11.9.96'.となり， 差是！寸地

帯の人々の感染率のほうが有意差をもって高率なること

は，世帯を職業別に区分した場合とほぼ同様の結果をみ

るO

(iv) 被検家族の経済状態と鈎虫感染

( 10 ) 



受検しているだけであるから，この資料から直に家族集

積状態を云々することはできないが，仮に被検者につい

て鈎虫感染者の家族分布をみると，家族内において被検

者の半数以上が感染している世帯は農家では 39.5%を

占め， 非農家では 11.2%を占めており， まずこ家族全員

感染している世帯は農家では 8.8%，非農家では 2.2が

2こなっているO

一家族当り平均感染者数は，農家が1.5人，非農家が

0.3人となる。被検者は農家が1戸当り 4.1人，非農家

が1戸当り 3.0人であるから，同群が同ーの受検率と仮

定して訂正すると，平均感染者数は農家が1.1人，非農

家が0.3人となる。

鈎虫感染は伝~~1丙の如く，初発患者から二次的に感染

を起すものとは全く事情が異ることはいうまでもないが

粗家族集積率として

1戸に感染が2人以上あるものの感染者総数
一一一一一一一一一一一 ×100を
総感染者数

とれば，農家の粗家族集積率は 124/!51×100=82.1，非農

家のそれは 50fo』×100ニ 40.3となる。

以上の集計では家族別の年齢構成が均一ではないので

20歳以上のものについて鈎虫感染者の家族別分布をみ

ると，第5表の如く家族内においてその半数以上が感染

している世帯は農家では 59.8%，非農家では 19.8%と

なり，家族全員の感染している世帯は農家の 28.9%,

非農家の 8.3必を占めているO また粗家族集積率は農家

が 101/13:1×100=78.2，非農家が 3S/Jo7×100二 35.5とな

り，被検者の年齢構成を無視した場合と大差のない値と

Tζる。

次に実際に鈎虫感染について，家族集積性が認められ

るか否かを検定するために， 二項分布による理論分布を

計算すると第6表の如くであって， χL検定により実際・
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べてみた。第4表はその結果を示しているが，これによ

ると家計の貧富の差による鈎虫感染率には有意の差は認

められない。

(v) 鈎虫感染者の家族内集積状況

今回の検査では，前述のとおり，農家では世帯員総数

の 56.6%が受検し非農家では世帯員総数の 60.0%が

農業に従事するものとしないものの寄生虫感染率（農家世帯）第 2表
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(vi) 鈎虫の種別

1953年 2月に上述275人の鈎虫感染者の中 145人に

の分布は理論分布と一致しない。即ち農家，非農家とも

に，家族集積性が認められるといいうるD

( 12 ) 
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家放内の鈎虫感染状況（20歳以上のもの）J,fi 5表
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農家では 1人当りアメリカ鈎虫7.1隻，ヅピェ鈎虫2.6

隻に対し，非農家ではアメリカ鈎虫 1.7隻，グピュ鈎虫

1.1隻であって，農家のほうが波厚な感染を受けてい

る。

6. 考察

(i) 登戸地区の鈎虫感染状態に関する考察

本調査地区における鈎虫感染率は 17~~で，県内大船曲I

関脊部落の20.1%（原田他1945年）と大差なく，いわゆ

る濃厚淫浸地区ほどの高率ではなく，またその駆虫時に

おける排虫よりみても，大体において軽感染者が多いと

考えられるo本調査に続いて川崎市農村地帯の菅地区及

び野川地区の寄生虫卵検査を行ったが，その結果によれ

ば，菅地区の鈎虫卵保有者は 2500人中620人（24.8%),

野川地区の鈎虫卵保有者は 690人中293人（42.4%）で

あって，何れも本調査地区よりはやや高率の感染度を示

している。小宮等（1953年）は鈎虫感染の濃厚地区では，

感染源が一般に濃厚に存在すると考えられるから，年少

者層の感染率と成年層の感染率との比が，鈎虫感染の稀

薄な地区の同年齢層の感染率の比よりも小さいのではな

いかと推論しているO いま今回の調査において， 5～14

歳のものと 20～59歳のものとの同年齢層の感染率はそ

れぞれ 3.9~-b と 24.2%であり両者の比は 1: 6.2となり

っき集団駆虫を行った。使用薬剤はテトレシ 4.5g＋新

ネマト F ルで，服薬後6時間までの排便を穏便保虫し

たD 排虫を認めたものは 76人であるが， その種別は第

7表の如く， アメリカ鈎虫のみを寄生するもの 41人，

ヅピニ鈎虫のみを寄生するもの 16人，両種を混合寄生

するもの 19人となるD 混合寄生者の数を両群にそれぞ

れ加算すると， アメリカ鈎虫寄生者は60人， ヅピニ鈎

虫寄生者数は 35人となり，両種寄生者の割合は6対3.5

となるロ排虫総数はアメリカ鈎虫374隻（0 130, ♀244) 

ヅピニ鈎虫78隻（0 30, ♀48），で虫体数では略瓦 5対 1

の割合となるO 1人当り平均排虫数はアメリカ鈎虫6.2

隻（1人最高排虫数37隻，流行値1隻），ヅピニ鈎虫2.2

隻（ 1人最高排虫数9隻，流行値1隻）であって，種別の

割合からみても，また排出虫体数からみても，アメリカ

鈎虫のほうがはるかに多い。

さらに農家・非農家別の排虫状況をみるに（第7表）設

家においては，アメリカ鈎虫を排出したもの 51人（65.4

ヲ；；；），ヅピニ鈎虫を排出したもの 27人（34.6%）なるに，

非農家においては， アメリカ鈎虫を排出したもの9人

(52.9 %），ヅピニ鈎虫を排出したもの 8人（47.1%）と

なるが，検定すると両群における両種鈎虫の分布に有志

差は認められない， （χ2=0.93, P<0.50）。排出虫数は

( 13 ) 
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第 6表鈎虫感染者の家族集積性 （20歳以上の もの）

（ ）内は 2項分布より計算せる理論数

農家 χ2 
被，検

／一一一 一ー一一ー一一一一一ーー／

0人

1人

8 
(8.5) 

8 
(7 .6) 

感

2人

1人

染

者 I3人

数
4人

5人

2人

12 
(9.3) 

(16 .4) 

10 
(7.3) 

3人

3 
(3.1) 

5 
(8.3) 

6 
(7.4) 

7 
(2.2) 

者 数

計4人

3 
(1.2) 

2 
(4.2) 

5 
(5.6) 

3 
(3.3) 

2 
(O. 7) 

5人

2 
(0.5) 

3 
(2 .0) 

(3.6) 

2 
(3.2) 

2 
(1.4) 

(0.3) 

6人

0 
(0.0) 。
(0 .1) 。
(0.3) 

(0.3) 。
(0 .2) 。
(0.1) 

28 
(22.6) 

29 
(38.5) 

22 
(24.2) 

13 
(9.0) 

4 
(2.3) 

1 
(0.4) 

8.016 

4.885 

2.97g. 

非農家
1人

χ2=15.880 

nニ3-2=1

pくO.001 

2人

感

117 121 
0人（116.5) (121. 4) 

20 37 1人 (20.6) (42.8) 

染
2人

．者 I3人

数

5)¥. 

4人

10 
(3.8) 

被

3人

33 
(27 .0) 

6 
(14.4) 

4 
(2.5) 

1 
(0.2) 

検

4人

14 
(10.4) 

5 
(7.4) 。
(2.0) 

1 
(0.2) 

者

一
5λ、

1 
(1.3) 

(1.2) 。
(0.4) 。
(0.1) 

1 
(0.0) 。
(0.0) 

数

6人

(0.4) 。
(0.4) 。
(0.2) 。
(0.0) 。
(0.0) 。
(0.0) 

χ3 

計

287 
(277 .0) 

69 
(86. 7) 

14 
(8.9) 

2 
(0.5) 

1 
(0.0) 。
(0.0) 

3.55 

6.83 

13.41 

が＝23.790

n=3-2ニ1

p<0.001 

第 7表 駆虫に よる排虫数および虫の種別（使用薬剤・・・・ テト レン＋新ネマトー Jレ）

排虫者数 虫の数（隻）
駆虫者排虫喜二み ／ （ ＼／ 

ー ア メリ カ鈎虫 ヅピニ鈎虫
総数いの総数量~；~ ~－~＝＝$両種併有一一，－－－－－－＂~

総数 0 ♀ 総数 0 ♀ 

1人当りの排虫数
／一一一一一一ノ＼一一一一一＼
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同氏等の埼玉県行田市における値 1:1.22乃至1:2.30 

よりはるかに大きくなって同氏等の推論の正しさを裏書

するが如き結果を示しているO そこで同じ登戸地区にお

いて農村地帯主市街地及び住宅地帯の上記両年齢層の感

染率の比を調べてみると農村地区では 1:3.7であるに

反して，市街地では 1: 12.3となり感染源の濃厚な地帯

ほどこの｛直は小さくなっている口

なお同じ川崎市農村地帯の中でも木地区が菅及び野川

の両地区に比較して低率であるのは，後二者が純農やI地

帯であるのに対し，木地区は農村地帯と市街地及び住宅

地帯とからなっているためと考えられる。いま農家世帯

のみについてみると本地区と菅地区の感染率は各々 35.4

Mと38.0必となって， その間有意差は認められない。

農業経営の状態からみても，この二つの地区はともに稲

作と果樹裁培のさかんな地区にして，主要なる／／感染の

場IIとしての畑固の汚染度はほぼ等しいと考えられるD

これに反し本地区と野川地区とでは，農家世帯にのみつ

いてみても 15歳以上のものの感染率は46.9%と60.5

Mであり，その間有意の差が認められる， （x2=12.51, 

Pく0.005）。思うに野川地区は木地区と異り， 疏楽裁培

のさかんな地区であって， II感染の場／／なる畑固の汚染

度も高く，また畑固に立入る機会も頻繁なためであろう

ことが，かふる有意差を招来した原因で、はあるまいかと

考えられる。

(ii) 鈎虫感染率と各種社会生物学的条件に関する考

察

本調査によっても鈎虫感染率は，職業別，性，年齢別

に明かに相異が認められる， したがって一定地区の鈎虫

感染度を示す場合には，常に職業別，特に農業，非農業

の別及び性，年齢別の観察が必要であることを痛感す

るO 本調査の結果をみても， 20歳以上のものについて

は，農家では男女の聞に感染率の差が認められ，男子が

有意差をもって高率であるが，非農家においては男女の

差が認められない。また同じく農業を主とする世帯にお

いても，平素農業に従事するものと然らざるものとの聞

にも感染率に有意の差が認められるととは前述のとおり

であるが， その理由は，，，感染の場／／なる畑困えの立入

りの頒度の多いものほど濃厚な感染を受けるからであろ

うと解釈することができるO

一方単に感染率だけでなく，鈎虫の感染量及び種別か

らみても上1と全く同様の解釈を下しうるものと考えられ

るo 即ち農家，非農家別の排虫状況は， 1人当り平均排

虫数が， 農家ではアメリカ鈎虫 7.1隻，ヅピニ鈎虫 2.6
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隻に対し，非農家ではアメリカ鈎虫 1.7隻，ヅピニ鈎虫

1.1隻となり，農家のほうがV1l-厚な感染を受けている。

今回の検査では駆虫薬投与後十時間という限られた範囲

のものであるが，投薬後8時間以内に排出される鈎虫数

は， テトレシ及びへノポジ油製剤の場合には大約40～

90%の聞を上下し， 24時間以内には 90～100%が排出

されるという報告（小宮等， 1952年）を考慮し木地区

の鈎虫の分布及び感染総量を推定することは可能であ

るD

なおアメリカ鈎虫が農家において，より濃厚に感梁し

ている事実は，アメリカ鈎虫とヅビニ鈎虫の感染経路に

相異のあることを示唆するものでもあろう 。

(iii) 鈎虫感染の家族集積について

鈎虫の感染経路の実態を把握するには，個々の農家の

生活と農業経営の実際を詳細に調査研究する必要がある

のであるが，今回はその第一歩として，鈎虫感染者の家族

内分布を分析してみた。今回の検査では，家族構成員の

約6割が受検しているだけであるから，この結果から直

に結論づけるわけにはいかないが，家族集積性の有無を

二項分布により理論分布を計算して xL検定を行うと，

明かに実際分布と喰い違い家族集積性が認められるO こ

のことは同ーの畑聞に立入る同一家族のものが問機に感

染を受けること，換言すれば，鈎虫は主として同一家族

人員を中心としてその存続を維持していることを意味す

るものと考えられるが，一方この問題の解明のためには

濃厚感染家族とその対照として無感染家族との農作業の

方法の相異その他の条件をも将来さらに具体的に調査し

てみる必要があろう 。

7. 要約

(i) 飽和食塩水浮活字法をmいて川崎市登戸地区の鈎

虫感染状況を調査した。その結果全員の鈎虫感染率は 17

%であったが，農家世帯の 20歳以上のものについては，

男子の感染率は 60.5%，女子のそれは 40.8ガであっ

た。鈎虫感染濃度は一般に稀薄であり，少年層と成年層

の感染率の比は農村地帯で 1:3.7，住宅地帯では 1:12.3 

を示した。

(ii) 農家における農業に従事あるものと然らざるも

のの鈎虫感染率はそれぞれ 50%及び19.3%で，その間

有意の差が認められるO

(iii) 農村地帯と市街地及び住宅地帯の感染率はそれ

ぞれ32.7%と11.9%であり，農村地帯のほうが有志差

をもって高率である。

(iv) 家計の貧富の差による鈎虫感染率には有志の差

( 15 ) 
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は認められない。

(v) 鈎虫感染者の家族集積性の有無を二項分布によ

り蹄ー論分布を計算して χ2ー検定を行うと明らかに実際分

布と喰い違い家族的に集積して感染していることが認め

られるO

(vi) テトレ y及び新ネマトールで－駆虫し，服薬後6

時間までの排便を穏便採虫した結果はアメリカ鈎虫を寄

生するもの 41人，ヅピ二鈎虫を寄生するもの 16人，両

種を混合寄生するもの 19人であって，両種寄生者の割

合は 6対3.5となるD 排虫総数はアメリカ鈎虫 374隻，

ヅピニ鈎虫 78隻で虫体数では 5対1の割合となる。 1

人当りの平均排虫数は，アメリカ鈎虫 6.2隻，グピニ鈎

虫2.2隻であった。

稿~終るに臨み終始懇切なる御指導御校闘を賜った予

防衛生研究所寄生虫部長小宮義孝博士に深〈感謝しあわ

せて終始本調査に協力して下さった同研究所員石崎，佐

藤，久津見の諸氏に感謝の意主表する。
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